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参考2-1 リスクマップ詳細
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(1) 汚染水の貯蔵状況

※HTI建屋：高温焼却炉建屋

※

注：濃縮廃液は廃棄物として処理していく

■建屋貯蔵量：サブドレン水位低下に合わせた建屋水位低下に伴い、水量が徐々に減少。
■タンク貯蔵量：地下水等の流入継続により処理水(ALPS処理済水)、Sr処理水が増加。
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（２）各貯蔵箇所毎のリスクの低減状況
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■ 2016.9現在の各対策の進捗状況に鑑み、リスクの低減状況を評価した。
■具体的には、以下の貯蔵箇所について、漏えいが発生するイベント（経年劣化、ヒューマンエラー、
地震、津波等）毎に実施された対策の効果をリスクマップを用いて評価した。

■前回評価（2015.12）以降には、以下の対策が進捗している。
・サブドレン水位低下に合わせた建屋水位低下に伴い、水量が徐々に減少。
・濃縮塩水(残水)のフランジタンク解体により、フランジタンク基数が減少。
・フランジタンク(淡水)底板補修により、劣化の可能性が低下。

No. 貯蔵箇所

① 建屋

② フランジタンク（濃縮塩水）

③ 溶接タンク（濃縮塩水）

④ 横置きタンク（濃縮廃液）

⑤ フランジタンク（ALPS処理水）

⑥ 溶接タンク（ALPS処理水）

⑦ フランジ／溶接タンク（Sr処理水）
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汚染水イベント発生リスクマップ（2016.9）【①建屋】
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そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

大

中

小

僅

1～4号・プロ
セス
津波

10^1010^7 10^910^810^6 10^11

建屋防水性向上

②海側遮水壁閉合

建屋止水

建屋内の高濃度汚
染水の浄化

建屋内の高濃度汚
染水の浄化

点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

2013.12

※地下水流入による放射性物質濃度の減少による

※地下水流入による放射性物質濃度の減少による

■１～４号機建屋については、サブドレン水位低下に合わせた建屋水位低下に伴い、水量が徐々に減少。

小← 海への影響の度合い →大

HE対策（一人作業禁止、指
差呼称、作業手順書作成等
の徹底）

※地下水流入による放射性物質濃度の減少による

2013.12

2014.7

2014.7

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

対策効果のある流出経路
①建屋→地表→側溝→海
②建屋→地表→地中→海

【漏えい経路凡例】

地表

地中

地表/地中

1

HTI建屋
劣化・HE①②

プロセス建屋
劣化・HE①②

②2015.12

②2015.12

サブドレン水位低下に
合わせた建屋水位低下

サブドレン水位低下に
合わせた建屋水位低下

1～4号建屋
劣化①

1～4号建屋
劣化②

1～4号建屋
HE①

1～4号建屋
HE②

1～4号・プロセス
津波

※HE：ヒューマンエラー
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汚染水イベント発生リスクマップ（2016.9）【②-1フランジタンク（濃縮塩水）/ヒューマンエラー】

4

【漏えい経路凡例】

2015.3

2014.11

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

大

中

小

僅

イベント発生影響度（相対指標）

10^1010^7 10^910^810^6 10^11

対策効果のある流出経路
①タンク→地表→側溝→海
②タンク→地中→海

大大
2014.7

①②
・堰の二重化（外周堰・被覆）
・大量漏えい発生時に海洋流出を防止するシステム
（外周堰電動弁設置）（2014.8）

①
側溝の港湾へのルート
変更（2014.7）

点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

地表

地中

地表/地中

小← 海への影響の度合い →大

①②
HE対策（移送ﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝ
ﾀｰﾛｯｸ設置等）

2013.12

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

※「イベントが発生する可能性の度合い」
において、「大」「中」「小」のカテゴリ内での
差異はない

①②
多核種除去設備等処理

2015.12

①②
タンク残水処理

①②
タンク解体

■多核種除去設備やその他の浄化設備により、タンク底部の残水を除き、2015年5月に濃縮塩水の処理が完了。
■残水処理にあたっては、安全を最優先に考え、ダストの飛散防止・被ばく防止対策等を十分に施しながら、
タンク解体時に順次処理。

■フランジタンク解体の進捗により、フランジタンク基数が減少。

Fﾀﾝｸ

ＨＥ

Fﾀﾝｸ
(濃塩/残水)
ＨＥ

※HE：ヒューマンエラー

t1211234
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汚染水イベント発生リスクマップ（2016.9）【②-2フランジタンク（濃縮塩水）/経年劣化】

5

【漏えい経路凡例】

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

大

中

小

僅

イベント発生影響度（相対指標）
10^1010^7 10^910^810^6 10^11

点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

対策効果のある流出経路
①タンク→堰→地表→側溝→海
②タンク→堰→地中→海
③タンク→地中→海

大大

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

①②③
ﾊﾟﾄﾛｰﾙ強化（継続）
水位計設置（2014.3）

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

地表

地中

地表/地中

①②
堰かさ上げ
（2014.7）

①
側溝の港湾へのルート
変更（2014.7）

③
ﾀﾝｸ底部のｺｰｷﾝｸﾞ

2013.12

イベント発生影響度（相対指標）

10^1010^7 10^910^810^6 10^11
小← 海への影響の度合い →大

2014.11

2014.7/
2014.11

①2014.7
②2014.7/2014.11

2015.12 2015.12

①②③
タンク残水処理

①②
多核種除去設備等
による処理完了(2015.5) ③

多核種除去設備等
による処理完了(2015.5)

2015.3 2015.3

①②
多核種除去設備等処理

③
多核種除去設備等処理

■多核種除去設備やその他の浄化設備により、タンク底部の残水を除き、2015年5月に濃縮塩水の処理が完了。
■残水処理にあたっては、安全を最優先に考え、ダストの飛散防止・被ばく防止対策等を十分に施しながら、
タンク解体時に順次処理。

■フランジタンク解体の進捗により、フランジタンク基数が減少。

Fﾀﾝｸ
（濃塩/残水）
劣化①②

Fﾀﾝｸ
（濃塩/残水）
劣化③

①②③
タンク解体

t1211234
四角形
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汚染水イベント発生リスクマップ（2016.9）【②-3フランジタンク（濃縮塩水）/経年劣化＋雨】
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【漏えい経路凡例】

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

大

中

小

僅
点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

対策効果のある流出経路
①タンク→堰→地表→側溝→海
②タンク→堰→地中→海
③タンク→地中→海

大大
①②③
ﾊﾟﾄﾛｰﾙ強化（継続）
水位計設置（2014.3）

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

地表

地中

地表/地中

①

側溝の港湾へのルート
変更（2014.7）

③
ﾀﾝｸ底部のｺｰｷﾝｸﾞ

2013.12

小← 海への影響の度合い →大

①②雨水処理設備による
堰内雨水処理

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

2014.11 ①2014.7
②③2014.7/2014.11

①
②

■多核種除去設備やその他の浄化設備により、タンク底部の残水を除き、2015年5月に濃縮塩水の処理が完了。
■残水処理にあたっては、安全を最優先に考え、ダストの飛散防止・被ばく防止対策等を十分に施しながら、
タンク解体時に順次処理。

■フランジタンク解体の進捗により、フランジタンク基数が減少。

①②③
多核種除去設備等
による処理完了(2015.5)

①②③
タンク残水処理

2015.3

①②
多核種除去設備等処理

2015.12①②

①②雨水処理設備の増強

2015.12③

Fﾀﾝｸ
（濃塩/残水）
劣化＋雨①②

Fﾀﾝｸ
（濃塩/残水）
劣化＋雨③

2015.7

①②③
タンク解体

t1211234
四角形
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汚染水イベント発生リスクマップ（2016.9）【③-1溶接タンク（濃縮塩水）／ヒューマンエラー】
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【漏えい経路凡例】

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

大

中

小

僅

イベント発生影響度（相対指標）

10^1010^7 10^910^810^6 10^11

対策効果のある流出経路
①タンク→地表→側溝→海
②タンク→地中→海

大大

2014.7

①②
・堰の二重化（外周堰・被覆）
・大量漏えい発生時に海洋流出を防止するシステム
（外周堰電動弁設置）（2014.8）

①
側溝の港湾へのルート
変更（2014.7）

点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

地表

地中

地表/地中

小← 海への影響の度合い →大

2013.12

①②
HE対策（移送ﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝ
ﾀｰﾛｯｸ設置等）

2014.11/
2015.3

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

Wﾀﾝｸ

ＨＥ

Wﾀﾝｸ
(濃塩/残水)
ＨＥ

①②
タンク残水処理

①②
多核種除去設備等
による処理完了(2015.5)

■多核種除去設備やその他の浄化設備により、タンク底部の残水を除き、2015年5月に濃縮塩水の処理が完了
■残水処理にあたっては、安全を最優先に考え、ダストの飛散防止・被ばく防止対策等を十分に施しながら、
タンク解体時に順次処理。

※HE：ヒューマンエラー

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形
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汚染水イベント発生リスクマップ（2016.9）【③-2溶接タンク（濃縮塩水）/経年劣化】
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【漏えい経路凡例】

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

大

中

小

僅

イベント発生影響度（相対指標）

10^1010^7 10^910^810^6 10^11

点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

対策効果のある流出経路
①タンク→堰→地表→側溝→海
②タンク→堰→地中→海
③タンク→地中→海

大大

①②③
ﾊﾟﾄﾛｰﾙ強化（継続）
水位計設置（～2014.3）

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

地表

地中

地表/地中

①②
堰かさ上げ
（～2014.7）

①
側溝の港湾へのルート
変更（2014.7）

2013.12

小← 海への影響の度合い →大

2014.7/
2014.11/
2015.3

①2014.11/
2015.3

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

①2014.7
②2014.7/2014.11/2015.3

①②③
タンク残水処理②

Wﾀﾝｸ
（濃塩/残水）
劣化①

Wﾀﾝｸ
（濃塩/残水）
劣化③

①②③
多核種除去設備等
による処理完了 (2015.5)

■多核種除去設備やその他の浄化設備により、タンク底部の残水を除き、2015年5月に濃縮塩水の処理が完了
■残水処理にあたっては、安全を最優先に考え、ダストの飛散防止・被ばく防止対策等を十分に施しながら、
タンク解体時に順次処理。

t1211234
四角形
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汚染水イベント発生リスクマップ（2016.9）【③-3溶接タンク（濃縮塩水）／経年劣化＋雨】

9

【漏えい経路凡例】

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い 大

中

小

僅
点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

対策効果のある流出経路
①タンク→堰→地表→側溝→海
②タンク→堰→地中→海
③タンク→地中→海

大大

①②③
ﾊﾟﾄﾛｰﾙ強化（継続）
水位計設置（～2014.3）

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

地表

地中

地表/地中

①

側溝の港湾へのルート
変更（2014.7）

2013.12

小← 海への影響の度合い →大

①②
雨水処理設備による
堰内雨水処理

①2014.11

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

①2014.7
②③2014.7/2014.11

①
②

①②③
タンク残水処理

①②③
多核種除去設備等
による処理完了(2015.5)

■多核種除去設備やその他の浄化設備により、タンク底部の残水を除き、2015年5月に濃縮塩水の処理が完了
■雨水処理設備の増強により、降雨時の漏えいリスクが低減。
■残水処理にあたっては、安全を最優先に考え、ダストの飛散防止・被ばく防止対策等を十分に施しながら、
タンク解体時に順次処理。

Wﾀﾝｸ
（濃塩/残水）
劣化＋雨①②

Wﾀﾝｸ
（濃塩/残水）
劣化＋雨③

①②雨水処理設備の増強

t1211234
四角形
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汚染水イベント発生リスクマップ（2016.9）【④横置きタンク（濃縮廃液）】

10

【漏えい経路凡例】

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

地表

地中

地表/地中

■横置きタンクよりポンプでくみ上げ可能な汚染水を除去し、タンクの撤去を実施中。
■海側遮水壁の閉合により、地中を経由し護岸付近の地下水から海洋への流出が抑制。
■B/C排水路最下流部のゲート電動化により、地表での大量漏えい時の海洋流出が抑制
■残留するスラッジ分は、水処理二次廃棄物と同等の管理とする。

点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

対策効果のある流出経路
①タンク→堰→地表→側溝→海
②タンク→堰→地中→海
③タンク→地中→海

小← 海への影響の度合い →大

2013.12

①②
HE対策（移送ﾎﾟﾝﾌﾟ
ｲﾝﾀｰﾛｯｸ設置等）

2014.11 2014.11

2014.7
劣化+雨

2013.12/2014.7

地震
2013.12/2014.7

①②③
溶接ﾀﾝｸﾘﾌﾟﾚｲｽによる
水抜（2014.8～）

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

①②
ﾀﾝｸﾘﾌﾟﾚｲｽによる水抜

ＨＥ
2015.7

大

中

小

僅

大大

②③海側遮水壁閉合

劣化+雨/地震
2015.7

横ﾀﾝｸ(濃廃)
HE/劣化+雨/地震

①B/C排水路最下流部ｹﾞｰﾄ電動化

※HE：ヒューマンエラー

t1211234
四角形

t1211234
四角形
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【漏えい経路凡例】

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

大

中

小

僅

大大

点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

対策効果のある流出経路
①タンク→堰→地表→側溝→海
②タンク→堰→地中→海
③タンク→地中→海

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

地表

地中

地表/地中

■雨水処理設備の増強により、降雨時の漏えいリスクが低減
■タンクリプレイスにより、劣化による漏えいリスクを低減。

※「イベントが発生する可能性の度合い」
において、「大」「中」「小」のカテゴリ内での
差異はない

小← 海への影響の度合い →大

①②
・堰の二重化（外周堰・被覆）
・大量漏えい発生時に海洋流出を防止する
システム（外周堰電動弁設置）（2014.8）

①
側溝の港湾へ
のルート変更

2013.12

①②
HE対策（移送ﾎﾟﾝﾌﾟ
ｲﾝﾀｰﾛｯｸ設置等）

③

①②③
ﾊﾟﾄﾛｰﾙ強化（継続）
水位計設置（～2014.3）

①②③
溶接ﾀﾝｸﾘﾌﾟﾚｲｽ

①②
雨水処理設備による
堰内雨水処理

2013.12

Fﾀﾝｸ（ALPS)
HE

2014.7

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

③
Fﾀﾝｸ（ALPS)
地震②

Fﾀﾝｸ（ALPS)
地震①

①②
堰かさ上げ
（～2014.7）

Fﾀﾝｸ（ALPS)
劣化＋雨①②

①②雨水処理設備の増強

①②2015.7

※HE：ヒューマンエラー

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形

t1211234
四角形
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③

【漏えい経路凡例】

③
Wﾀﾝｸ（ALPS)
地震②

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

大

中

小

僅

イベント発生影響度（相対指標）
10^1010^7 10^910^810^6 10^11

大大

①②③
ﾊﾟﾄﾛｰﾙ強化（継続）
水位計設置（～2014.3）

点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

対策効果のある流出経路
①タンク→堰→地表→側溝→海
②タンク→堰→地中→海
③タンク→地中→海

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

地表

地中

地表/地中

①②
・堰の二重化（外周堰・被覆）
・大量漏えい発生時に海洋流出を防止するシステ
ム（外周堰電動弁設置）（2014.8）

①
側溝の港湾へのルート
変更（2014.7）

■雨水処理設備の増強により、降雨時の漏えいリスクが低減
■ストロンチウム処理水の処理に伴い、継続的に処理水貯蔵量が増加中
（イベント発生可能性の度合いが増大）。

多核種除去設備による処理に伴う貯蔵量の増加

小← 海への影響の度合い →大

2013.12

①②
HE対策（移送ﾎﾟﾝﾌﾟ
ｲﾝﾀｰﾛｯｸ設置等）

①②
雨水処理設備による
堰内雨水処理

①②
堰かさ上げ
（～2014.7）

2014.7

2013.12

2014.7

2013.12

2014.7
赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

Wﾀﾝｸ（ALPS)
地震①

2015.7

2015.7

Wﾀﾝｸ（ALPS)
劣化＋雨①②

①②雨水処理設備の増強
Wﾀﾝｸ（ALPS)

HE

※HE：ヒューマンエラー

t1211234
四角形
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②
③

【漏えい経路凡例】

地表

地中

地表/地中

■雨水処理設備の増強により、降雨時の漏えいリスクが低減
■B/C排水路最下流部のゲート電動化により、地表での大量漏えい時の海洋流出が抑制
■ストロンチウム処理水については、多核種除去設備で再度処理を実施中。

多核種除去設備
による処理

そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
生
す
る
可
能
性
の
度
合
い

大

中

小

僅

イベント発生影響度（相対指標）
10^1010^7 10^910^810^6 10^11

大大

点線矢印：定量化が困難で矢印の長さが明確でないものを示す

【ﾀﾝｸ凡例】

Ｆ：ﾌﾗﾝｼﾞ型

W：溶接型

小← 海への影響の度合い →大

赤字：対策完了（今回の進捗）
緑字：対策完了（又は継続実施）
青字：対策実施中
黒字：対策実施前

溶接ﾀﾝｸﾘﾌﾟﾚｲｽ

F/Wﾀﾝｸ（Sr処理）
HE

Fﾀﾝｸ（Sr処理）
劣化＋雨①②

①②雨水処理設備の増強

F/Wﾀﾝｸ（Sr処理)
地震①

①B/C排水路最下流部ゲート電動化

①②2015.7

①2015.7

対策効果のある流出経路
①タンク→堰→地表→側溝→海
②タンク→堰→地中→海
③タンク→地中→海

①②2015.7

Wﾀﾝｸ（Sr処理）
劣化＋雨①②

溶接ﾀﾝｸﾘﾌﾟﾚｲｽ

Fﾀﾝｸ（Sr処理）
劣化＋雨③

Wﾀﾝｸ（Sr処理）
劣化＋雨③

※HE：ヒューマンエラー

t1211234
四角形


